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◎江東区文化財保護強調月間
◆民俗芸能大会
◆文化財公開講演会
◆時雨忌（芭蕉忌）講演会
◆旧大石家住宅特別公開
◆歴史さんぽ

○江東ものづくりフェア

☆中川船番所資料館特別企画展
「江戸前に生きる

～のり・かい・さかな～」

■深川江戸資料館秋の特別展
「深川佐賀町の歴史と生活」

★江東歴史紀行
深川の河童目撃談

◇ココにも歴史があった

□囲炉裏ばた（大石家日記）⑦

海苔干し風景（昭和30年ごろ）

’06 江東区文化財保護強調月間�

10月4日（水）
文化財公開講演会

『時代の変革とひとともの
－物的証拠から探る近代－』

10月8日（日）
時雨忌（芭蕉忌）講演会

『芭蕉句の新解二、三』
10月15日（日）
民俗芸能大会

『木場の角乗』『木場の木遣』『木場の木遣
念仏』『砂村囃子』『獅子舞』『富岡八幡の
手古舞』『深川の力持』

10月16日（月）～22日（日）
旧大石家住宅特別公開

10月27日（金）～11月26日（日）
中川船番所資料館特別企画展

『江戸前に生きる～のり・かい・さかな～』
□講演会　11月10日（金）
『江戸前に生きる

－東京湾漁業の過去・現在・未来』

11月1日（水）～5日（日）

江東ものづくりフェア

『第25回江東区伝統工芸展』『第１回伝統

を継ぐもの展』『伝統工芸品チャリティ

ーバザール』

11月11日（土）～26日（日）

深川江戸資料館　秋の特別展

『深川佐賀町の歴史と生活』

□講演会　11月17日（金）

『江戸幕府と隅田川～米蔵を中心に～』

11月18日（土）

歴史さんぽ

『江戸から平成を渡る

－中川番所と荻新田の文化財－』

今
年
も
文
化
の
秋
と
と
も
に
『
江
東
区
文

化
財
保
護
強
調
月
間
』
が
や
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
江
東
区
の
歴
史
と
文
化
に
興
味
の
あ

る
方
、「
も
の
づ
く
り
」
を
体
験
し
た
い
方
、

イ
キ
で
い
な
せ
な
世
界
を
堪
能
し
た
い
方
、

も
っ
と
深
〜
く
江
東
区
を
知
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
方
、
下
町
文
化
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、

さ
っ
そ
く
会
場
へ
Ｇ
Ｏ
！

木場の角乗

「江戸表具」岩崎清二氏の指先
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江
東
区
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
の
数
々
を
公

開
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
東
京
都
・
江
東
区
の
無

形
民
俗
文
化
財
と
し
て
登
録
・
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

江
戸
時
代
か
ら
の
木
材
の
集
散
地
・
木
場

を
抱
え
る
江
東
区
な
ら
で
は
の
民
俗
芸
能
が

木
場
の
角
乗
と
木
遣
で
す
。
角
乗
は
水
面
に
浮

か
ぶ
角
材
と
い
う
不
安
定
な
場
所
で
数
々
の

妙
技
を
披
露
し
ま
す
。
木
遣
の
起
源
は
木
材
を

操
る
と
き
の
労
働
歌
で
、
仕
事
の
テ
ン
ポ
の
違

い
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
節
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
木
遣
念
仏
は
木
遣
の
節
が
入
っ
て
い
る
こ

と
が
特
徴
で
す
。

一
方
、
砂
村
囃
子
は
か
つ
て
農
村
地
域
だ
っ

た
砂
村
に
伝
わ
っ
た
お
囃
子
で
、
江
戸
近
辺
の

祭
囃
子
の
ひ
と
つ
で
す
。

鮮
や
か
な
衣
装
が
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
の

は
富
岡
八
幡
の
手

古
舞
で
、
３
年
に
一

度
の
本
祭
り
で
神

輿
の
先
導
を
勤
め

ま
す
。

手
に
汗
に
ぎ
る

力
技
と
い
え
ば
、
深

川
の
力
持
で
す
。
米

俵
を
片
手
で
持
ち
上
げ
る
の
は
ま
だ
序
の
口
、

だ
ん
だ
ん
と
難
し
い
技
に
挑
戦
し
て
い
き
ま

す
。

【
午
前
１１
時
〜
１２
時
３０
分
】

木
場
の
角
乗
《
木
場
角
乗
保
存
会
》

【
午
後
１
時
〜
３
時
３０
分
】

木
場
の
木
遣
《
木
場
木
遣
保
存
会
》

木
場
の
木
遣
念
仏
《
木
場
木
遣
保
存
会
》

砂
村
囃
子
《
砂
村
囃
子
睦
会
》

富
岡
八
幡
の
手
古
舞

《
富
岡
八
幡
の
手
古
舞
保
存
会
》

深
川
の
力
持
《
深
川
力
持
睦
会
》

永代通り�

東京メトロ東西線�

都営新宿線�

工匠壱番館・弐番館�
（森下文化センター）�

小名木川�

深川江戸資料館�

深川不動尊�
富岡八幡宮�

菊川�

新大橋通り�

清洲橋通り�

森下�
深川�
神明宮�

森下五丁目�
バス停�

木場四丁目�
　　　バス停�

現代美術館前�

霊厳寺�

�

葛西橋通り�

清澄�
白河�

木場�

親水館�

高橋のらくろロード�

高
橋�

東
京
都
現
代
美
術
館�

木
場
公
園

木
場
公
園�

木
場
公
園�

都
営
大
江
戸
線�

三
ツ
目
通
り�

大
門
通
り�

海
辺
橋�

清
澄
通
り�

木
場
親
水
公
園�

ふれふれあい広場広場�ふれあい広場�

入口広場入口広場�入口広場�

会場�
●都立木場公園（木場4丁目）入口広場・
ふれあい広場�
交通　�
●地下鉄東西線「木場駅」下車徒歩5分　�
●地下鉄大江戸線「清澄白河駅」・地下鉄
新宿線「菊川駅」下車徒歩15分　�

●都バス 業10 〔業平橋駅前～新橋〕木場4
丁目・東京都現代美術館前下車�

み
な
さ
ん
は
、
区
内
に
近
代
の
史
跡
が
多
く

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
わ
ず
か
に

残
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
「
遺
産
」
た
ち
は
、
近
代
化

と
い
う
荒
波
の
中
で
何
が
変
わ
っ
て
い
っ
た

の
か
を
静
か
に
語
り
ま
す
。
現
代
ま
で
残
る

「
遺
産
」
か
ら
、
近
代
と
い
う
変
革
の
時
代
を
見

つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

演
題

『
時
代
の
変
革
と
ひ
と
と
も
の

―
物
的
証
拠
か
ら
探
る
近
代
―
』

講
師

山
優
（
港
区
教
育
委
員
会
学
芸
員
）

日
時

１０
月
４
日（
水
）午
後
６
時
３０
分
〜
８
時
３０
分

場
所

江
東
区
教
育
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室
（
東

陽
２
―
３
―
６
）

定
員

８０
名
（
先
着
順
）

申
込

電
話
で
文
化
財
係
へ

（
３
６
４
７
）
９
８
１
９

芭
蕉
記
念
館
で
は
、
１０
月
１２
日
の
芭
蕉
の
命

日
に
ち
な
み
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

１０
月
８
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

演
題

「
芭
蕉
句
の
新
解
二
、
三
」

講
師

矢
島
渚
男
（
俳
誌
『
梟
』
主
宰
）

定
員

８０
名
（
先
着
順
）

申
込

記
念
館
窓
口
ま
た
は
電
話
に
て

（
３
６
３
１
）
１
４
４
８

江
東
区
に
唯
一
残
る
木
造
茅
葺
民
家
で
、

区
の
指
定
文
化
財
で
も
あ
る
旧
大
石
家
住
宅

を
平
日
も
公
開
い
た
し
ま
す
。
ベ
ー
ゴ
マ
や

剣
玉
の
遊
び
道
具
の
ほ
か
、
再
築
１０
周
年
を

記
念
し
て
、
解
体
・
再
築
の
写
真
パ
ネ
ル
を

展
示
し
ま
す
。

時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
３０
分

交
通

地
下
鉄
東
西
線
南
砂
駅
下
車
徒
歩
１５
分

都
バ
ス
亀
２１
〔
亀
戸
駅
前
〜
東
陽
町
駅
前
〕

門
２１
〔
東
大
島
駅
前
〜
門
前
仲
町
〕両
２８
〔
葛
西

橋
〜
両
国
駅
前
〕亀
２９
〔
な
ぎ
さ
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

〜
亀
戸
駅
前
〕
秋
２６
〔
葛
西
駅
前
〜
秋
葉
原
駅

前
〕
亀
高
橋
・
東
砂
４
丁
目
下
車
徒
歩
５
分

中
川
船
番
所
資
料
館
の
周
辺
は
多
く
の
史

跡
や
文
化
財
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は

特
別
展
を
見
学
し
た
あ
と
、
江
戸
時
代
「
荻お
ぎ

新
田
し
ん
で
ん

」
と
呼
ば
れ
た
東
砂
１
・
２
丁
目
界
隈

を
歩
き
ま
す
。
秋
の
中
川
沿
い
も
歩
く
、
ち

ょ
っ
と
ぜ
い
た
く
な
歴
史
さ
ん
ぽ
で
す
。

日
時

１１
月
１８
日
（
土
）
午
後
１
時
〜

講
師

江
東
区
文
化
財
ガ
イ
ド
員
ほ
か

※
詳
細
は
１０
月
１１
日
の
区
報
を
ご
覧
下
さ
い
。

時
雨
忌（
芭
蕉
忌
）講
演
会�

強
調
月
間
協
賛
事
業�

受
講
無
料�
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●
第
２５
回
　
江
東
区
伝
統
工
芸
展

区
の
登
録
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）
保

持
者
の
方
々
の
作
品
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

期
間
中
、
職
人
さ
ん
の
技
を
実
際
に
見
学
で

き
る
実
演
公
開
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
職

人
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
も
の
づ
く

り
の
体
験
も
で
き
ま
す
。
実
演
・
体
験
の
日

程
は
下
記
の
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

【
体
験
申
込
み
】
１０
月
１１
日
（
水
）
午
前
９
時

か
ら
電
話
で
文
化
財
係
ま
で
（
先
着
順
）。
な

お
、
教
材
費
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

電
話
０
３
（
３
６
４
７
）
９
８
１
９

●
第
１
回
　
伝
統
を
継
ぐ
も
の
展

無
形
文
化
財
保
持
者
の
指
導
を
受
け
た
職

人
さ
ん
た
ち
に
よ
る
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

受
け
継
が
れ
て
い
く
確
か
な
技
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
伝
統
工
芸
品
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
ル

期
間
中
、
江
東
区
伝
統
工
芸
保
存
会
主
催

に
よ
る
伝
統
工
芸
品
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
す
。

伝統工芸技術の実演・体験日程�

①実演日程�

②実演・体験日程�

日　時�

11月1日（水）�

11月2日（木）�

日　時�

9：30～11：30 13：30～15：30

10：00～12：00 13：30～15：30

刀剣研磨　臼木良彦�

江戸木彫刻　岸本忠雄�

江戸切子　小林英夫　定員12名　費用1000円�

江戸指物　山田一彦　定員15名　費用1500円�

象牙細工　前田賢次�

�

江戸表具　岩崎清二　定員8名　費用600円�

相撲呼び出し裁着袴　富永皓�

江戸木彫刻　渡辺美寿雄�

無地染　近藤良治　定員10名　費用2000円�

江戸簾　豊田勇　定員4名　費用500円�

江戸襖榾・椽　鈴木延坦�

江戸切子　須田富雄�

江戸指物　山田一彦　定員15名　費用1500円 

江戸切子　小林英夫　定員12名　費用1000円�

江戸更紗染　佐野利夫・勇二　定員5名　費用2000円�

手描友禅　和田宣明�

江戸襖榾・椽　鈴木延坦�

縫紋　天野一政�

庖丁製作　吉實庖丁店�

建具組子　木全章二　定員15名　費用2000円�

�

�

�

紋章上絵　石合信也�

刀剣研磨　臼木良彦�

江戸表具　岩崎清二�

仕舞袴製作　杉浦武雄� ※実演は帯製作�
　となります�

11月3日�
（金・祝）�

11月4日（土）�

11月5日（日）�

※　　　　は体験（職人教室）です。�
10月11日（水）午前9時から電話で文化財係までお申し込みください（先着順）。�
なお、教材費がかかりますのでご注意ください。�

江戸木彫刻　岸本忠雄　定員15名�

　　　　　　　　　　費用1000円・2000円�

学校見学のようす（昨年度）

更紗染・無地染（昨年度）

江戸指物（昨年度）

都営新宿線�

東京メトロ東京メトロ�
半蔵門線半蔵門線�
東京メトロ�
半蔵門線�

工匠壱番館・弐番館�
（森下文化センター）�

小名木川�

深川江戸資料館�

菊川�

新大橋通り�

清洲橋通り�

森下�
深川�
神明宮�

森下五丁目�
バス停�

森下駅前�
バス停�

高橋高橋�
バス停バス停�
高橋�
バス停�

霊厳寺�

清澄�
白河�

高橋のらくろード�

高
橋�

都
営
大
江
戸
線�

三
ツ
目
通
り�

清
澄
通
り�

�

東京都�
現代美術館�

清
澄
庭
園

清
澄
庭
園�

清
澄
庭
園�

交通　�
●地下鉄新宿線・大江戸線「森下駅」下車
Ａ6出口より徒歩8分�
●地下鉄半蔵門線・大江戸線「清澄白河駅」
下車徒歩8分�
●都バス 門33〔亀戸駅前～豊海水産埠頭〕
「高橋」下車徒歩5分・業10〔業平橋駅
前～新橋〕「森下5丁目」下車徒歩5分�

伝
統
技
術
に
よ
る
も
の
づ
く
り
に
関
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

江
東
区
に
伝
わ
る
伝
統
文
化
に
触
れ
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。会

場

森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
（
森
下
３
―
１２
―
１７
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

入
場
無
料�
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高
層
ビ
ル
が
林
立
す
る
東
京
の
埋
立
地
。
そ
こ
は
、
か
つ
て
生
産
の
場
と
し
て
、
江
戸
・
東
京

の
食
生
活
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
数
㎞
に
も
お
よ
ぶ
遠
浅
の
海
。
ゆ
る
や
か
に
沖
合
へ
と
広
が
る
、

洲
と
よ
ば
れ
た
広
大
な
砂
地
で
は
、
魚
貝
類
採
取
や
海
苔
養
殖
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
多
く

の
恵
み
を
与
え
て
く
れ
た
海
を
、
江
戸
・
東
京
の
人
々
は
、
親
し
み
を
込
め
て
「
江
戸
前
」
と
呼

び
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
に
は
、「
自
分
た
ち
の
海
」
と
い
う
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
漁
業
権
が
消
滅
し
て
40
年
以
上
を
経
た
い
ま
、「
江
戸
前
に
生
き
る
」
と
銘
打
っ
て
、
江
東

区
の
前
海
で
ど
の
よ
う
な
漁
業
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
当
時
の
史
料
や
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た

道
具
を
通
し
て
、
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
し
ま
す
。

中
川
船
番
所
資
料
館
特
別
企
画
展
�

【
展
示
コ
ー
ナ
ー
】

１
階
　
導
入
展
示
　
写
真
や
大
型
民
具
を
展

示
し
ま
す
。

３
階
　
（
１
）
江
戸
の
海
と
食
文
化

（
２
）
海
苔
養
殖
の
は
じ
ま
り

（
３
）
漁
師
の
し
ご
と
と
く
ら
し

①
江
東
区
の
漁
業

江
東
区
と
漁
業
の
関
わ
り
は
、
寛
永
６
年

（
１
６
２
９
）
に
成
立
し
た
深
川
猟
師
町
（
清

澄
〜
永
代
ま
で
の
隅
田
川
沿
い
）
に
は
じ
ま

り
ま
す
。
現
在
の
深
川
浜
（
永
代
・
古
石
場

と
そ
の
周
辺
）
は
、
そ
の
流
れ
を
汲
む
歴
史

を
も
ち
、
公
的
に
は
深
川
浦
と
呼
ば
れ
ま
し

た
。
猟
師
町
は
、
八
ヶ
町
（
清
住
・
佐
賀
・

熊
井
・
相
川
・
諸
・
冨
吉
・
大
島
・
黒
江
）

の
総
称
で
す
が
、
漁
師
た
ち
は
、
幕
府
（
江

戸
城
）
へ
の
御
菜
御
肴
（
魚
貝
類
）
の
献
上
、

あ
る
い
は
船
を
使
っ
た
労
働
力
の
提
供
な
ど

を
背
景
に
、
佃
島
（
中
央
区
）、
芝
金
杉
・
本

芝
（
港
区
）、
品
川
猟
師
町
（
品
川
区
）
な
ど

と
と
も
に
、
江
戸
前
の
海
を
自
由
に
動
き
ま

わ
り
、
漁
業
を
行
な
う
こ
と
が
幕
府
か
ら
許

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
特
権
は
、
江
戸
時

代
を
通
し
て
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ

し
、
深
川
の
町
と
し
て
の
発
展
、
埋
め
立
て

な
ど
、
時
と
と
も
に
漁
師
の
居
住
地
域
（
浜

地
域
）
も
変
わ
り
、
永
代
、
門
前
仲
町
、
古

石
場
な
ど
へ
次
第
に
南
下
し
ま
し
た
。

明
治
に
な
る
と
、
深
川
浦
と
砂
村
（
現
在

の
南
砂
と
そ
の
周
辺
）
は
、
と
も
に
同
１９
年

か
ら
海
苔
養
殖
を
は
じ
め
ま
す
。
広
大
な
遠

浅
の
海
を
も
つ
「
江
戸
前
」
の
自
然
環
境
は
、

貝
類
生
産
の
み
な
ら
ず
、
海
苔
養
殖
に
も
最

適
だ
っ
た
の
で
す
。
展
示
で
は
、
そ
れ
ら
の

生
産
で
使
用
さ
れ
た
道
具
に
も
焦
点
を
あ
て

ま
す
。

②
生
産
・
生
活
を
語
る
道
具

「
江
戸
前
」
で
漁
業
に
従
事
し
た
漁
民
の

生
活
や
養
殖
の
様
子
を
最
も
雄
弁
に
語
る
も

の
は
、
当
時
使
わ
れ
た
道
具
で
し
ょ
う
。
魚

貝
類
の
捕
魚
採
取
を
は
じ
め
、
海
苔
の
養
殖

に
関
わ
る
道
具
は
、
ほ
と
ん
ど
が
動
力
化
さ

れ
る
以
前
の
も
の
で
す
。
長
い
時
間
を
か
け
、

少
し
ず
つ
改
良
が
加
え
ら
れ
て
き
た
道
具
に

は
、
数
十
年
、
数
百
年
に
わ
た
っ
て
、
世
代

を
超
え
た
、
多
く
の
人
々
の
生
き
る
知
恵
が

蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
道
具
に
加
え
、

漁
法
や
魚
貝
な
ど
に
つ
い
て
も
、
写
真
や
パ

ネ
ル
を
使
っ
て
解
説
し
、「
江
戸
前
」
の
海
の

豊
か
さ
を
多
角
的
に
伝
え
ま
す
。

現
在
は
、
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
「
江
戸
前
」

の
海
。
高
層
ビ
ル
が
林
立
す
る
そ
の
場
所
を
、

こ
の
機
会
に
も
う
一
度
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
き
っ
と
新
し
い
発
見
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

講
演
会
の
開
催

演
題

「
江
戸
前
に
生
き
る
―
東
京
湾

漁
業
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」

講
師

尾
上
一
明
（
浦
安
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
主
任
研
究
員
）

日
時

１１
月
１０
日
（
金
）
午
後
６
時
３０
分
〜

※
詳
細
は
１０
月
２１
日
の
区
報
を
ご
覧
下
さ
い
。

観
覧
時
間
 
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時（
入
館
は
４
時
３０
分
ま
で
、月
曜
休
館
）�

観
覧
料
 
大
人
２
０
０
円（
団
体
１
５
０
円
）小
中
学
生
５０
円（
団
体
３０
円
）�

 

※
団
体
は
２０
名
以
上
�

交
　
　
通
 
地
下
鉄
新
宿
線
「
東
大
島
駅
」
下
車
徒
歩
５
分
�

問
合
せ
 
1
０
３（
３
６
３
６
）９
０
９
１
�

中
川
船
番
所
資
料
館
（
江
東
区
大
島
９
―
１
―
１５
）
�

コシタボ（貝類を採る道具）
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深
川
江
戸
資
料
館
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
「
江
戸
深
川
の
飲
食
店
〜
信
仰
・
行
楽
の
地
〜
」「
深
川

木
場
の
歴
史
と
文
化
」
な
ど
江
戸
時
代
深
川
の
地
域
的
特
色
を
と
り
あ
げ
た
特
別
展
を
開
催
し
て

き
ま
し
た
。
20
周
年
に
あ
た
る
今
年
は
、
満
を
持
し
て
、
資
料
館
の
基
点
で
あ
る
佐
賀
町
に
迫
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
隅
田
川
の
東
、
い
わ
ゆ
る
「
川
向
こ
う
」
に
あ
た
る
地
域
で
す
が
、
永
代
橋

に
よ
り
江
戸
の
中
心
地
と
結
ば
れ
、
流
通
・
産
業
・
文
化
に
大
き
く
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
江
戸

市
中
に
一
番
近
い
町
・
深
川
佐
賀
町
か
ら
、
江
戸
・
東
京
を
見
据
え
ま
す
。

交
　
　
通
 
地
下
鉄
大
江
戸
線
・
半
蔵
門
線
「
清
澄
白
河
駅
」
下
車（
最
寄
Ａ
３
出
口
）徒
歩
３
分
�

 

地
下
鉄
新
宿
線
「
森
下
駅
」
下
車
徒
歩
１５
分
�

 

地
下
鉄
東
西
線
「
門
前
仲
町
駅
」
下
車
徒
歩
１５
分
�

 

都
バ
ス
 門
３３〔
亀
戸
駅
前
〜
豊
海
水
産
埠
頭
〕「
清
澄
庭
園
前
」
下
車
徒
歩
３
分
�

 

 
 
 
 秋
２６〔
葛
西
駅
前
〜
秋
葉
原
駅
前
〕「
清
澄
白
河
駅
前
」
下
車
徒
歩
４
分
�

問
合
せ
 
1
０
３（
３
６
３
０
）８
６
２
５
�

江
東
区
深
川
江
戸
資
料
館
（
江
東
区
白
河
１
―
３
―
２８
）
　
�

開
館
か
ら
２０
年
を
経
た
資
料
館
展
示
室
に

再
現
さ
れ
て
い
る
町
並
み
・
深
川
佐
賀
町
。

資
料
館
で
は
天
保
年
間
末
期
、
約
１
７
０
年

前
の
深
川
佐
賀
町
を
実
物
大
で
想
定
復
元
し

て
き
ま
し
た
。

寛
永
６
年
（
１
６
２
９
）
深
川
猟
師
町
の

一
角
と
し
て
成
立
し
た
佐
賀
町
は
、
そ
の
後

江
戸
初
期
に
は
材
木
置
場
に
変
化
し
ま
し
た

が
、
隅
田
川
の
河
口
部
に
あ
た
り
周
辺
の
掘

割
の
整
備
や
永
代
橋
架
橋
、
材
木
置
場
の
東

方
へ
の
移
転
な
ど
に
よ
り
、
江
戸
の
経
済
を

担
う
流
通
の
拠
点
、「
蔵
の
町
」
と
し
て
大
き

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
明
治
以
後
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、

佐
賀
町
周
辺
を
特
徴
付
け
る
地
域
的
特
色
と

な
り
ま
し
た
。
現
在
の
佐
賀
町
も
会
社
や
倉

庫
が
多
く
、
江
戸
時
代
に
形
成
さ
れ
た
役
割

が
そ
の
ま
ま
「
町
の
色
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
佐
賀
町
の
成
立
か
ら
発
展
に
つ

い
て
、
江
戸
時
代
を
中
心
に
絵
画
資
料
や
地

図
、
文
献
資
料
な
ど
を
集
め
て
紹
介
・
解
説

し
、
そ
の
特
色
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と

い
た
し
ま
す
。
近
年
資
料
館
が
所
蔵
す
る
こ

と
に
な
っ
た
深
川
周
辺
の
絵
図
（
手
書
き
）

も
は
じ
め
て
展
示
い
た
し
ま
す
。

深
川
、
江
東
地
域
の
歴
史
・
文
化
を
知
っ

て
い
た
だ
く
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

期
　
間

１１
月
１１
日
（
土
）
〜
２６
日
（
日
）

休
館
日

１１
月
１３
日
（
月
）

時
　
間

９
時
３０
分
〜
１７
時

（
入
館
は
１６
時
３０
分
）

会
　
場

地
下
レ
ク
・
ホ
ー
ル
　
常
設
の
総

合
展
示
室
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

観
覧
料

大
人
３
百
円
　
小
中
学
生
５０
円

（
総
合
展
示
室
観
覧
料
に
含
ま
れ
ま
す
）

※
中
学
生
以
下
の
方
は
保
護
者
の
方
と
一
緒

に
見
学
し
ま
し
ょ
う
。

特
別
展
に
合
わ
せ
て
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
江
戸
幕
府
財
政
が
成
立
す
る
過
程
に
隅

田
川
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
、
幕
府
財

政
史
研
究
の
第
一
人
者
が
講
演
し
ま
す
。

演
　
題

「
江
戸
幕
府
と
隅
田
川

〜
米
蔵
を
中
心
に
〜
」

講
　
師

大
野
瑞
男
　
東
洋
大
学
名
誉
教
授

（
日
本
近
世
史
）

日
　
時

１１
月
１７
日
（
金
）

午
後
２
時
〜
４
時
　
開
場
１
時
半

会
　
場

深
川
江
戸
資
料
館
２
階
小
劇
場

参
加
費

千
円
　
講
演
会
の
チ
ケ
ッ
ト
で
、
あ

わ
せ
て
展
示
室
を
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

申
　
込

１０
月
８
日
１０
時
よ
り
資
料
館
・
各
文

化
セ
ン
タ
ー
等
財
団
法
人
江
東
区

地
域
振
興
会
各
施
設
（
芭
蕉
記
念

館
・
中
川
船
番
所
資
料
館
を
除
く
）

に
て
電
話
ま
た
は
窓
口
で
。

『菓子話船橋』

「深川総画図」
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水
辺
の
妖
怪
と
言
え
ば
河
童
で
す
。
無
数
の

掘
割
に
囲
ま
れ
た
深
川
で
は
、
ち
ょ
っ
と
前
ま

で
も
、
河
童
が
生
き
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

梅
田
桑
弧
『
河
童
の
唄
―
大
正
・
東
京
風
物

詩
―
』
に
よ
れ
ば
、
子
ど
も
だ
っ
た
大
正
時
代

の
思
い
出
話
と
し
て
、「
ミ
ズ
バ
（
水
場
）
の
橋

（
海う
み

辺べ

橋
。
仙
台
堀
に
架
か
る
橋
）
に
は
河
童
が

出
る
」
と
大
人
た
ち
よ
り
お
ど
さ
れ
た
と
い
い

ま
す
。
河
童
は
月
の
見
え
る
夜
に
は
筏
の
上
に

上
が
っ
て
唄
を
歌
う
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
、
実
際
に
河
童
を
目
撃
し
た

と
い
う
人
が
い
ま
す
。
各
種
の
文
献
か
ら
紹
介

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

太
田
大
洲
の
「
水
虎
図
」

江
戸
時
代
、
河
童
は
「
河
伯
」
と
も
「
川
太

郎
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
本ほ
ん

草ぞ
う

学
（
薬
用

に
重
点
を
置
い
た
生
物
学
）
に
お
い
て
は
「
水す
い

虎こ

」
と
命
名
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
１８
世
紀
初
め
、

江
戸
の
知
識
人
を
中
心
に
「
水
虎
図
」
が
流
布

し
、
人
々
に
共
通
す
る
河
童
の
イ
メ
ー
ジ
が
定

着
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
図
１
の
よ
う
な
も
の

で
す
。
こ
れ
は
、
幕
府
の
医
師
で
本
草
家
だ
っ

た
太お
お

田た

大だ
い

洲し
ゅ
う（
１
７
２
１
‐
９
５
）
周
辺
の
作

成
と
考
え
ら
れ
、
江
戸
時
代
の
代
表
的
河
童
研

究
書
『
水
虎
考
略
』（
１
８
２
０
年
成
立
）
な
ど

に
載
る
な
ど
、
一
般
的
な
河
童
図
と
な
り
ま
し

た
。
生
き
た
河
童
を
２
回
見
た
と
い
う
大
洲
に

よ
れ
ば
、
河
童
の
体
長
は
２
尺
（
約
６０
ｃｍ
）
ほ
ど

で
、
全
身
は
水
苔
の
よ
う
で
、
ウ
ナ
ギ
の
肌
に

似
て
ぬ
め
り
が
あ
り
、
頭
髪
は
シ
ュ
ロ
の
毛
の

よ
う
に
黒
味
が
あ
る
と
証
言
し
て
い
ま
す
。

『
水
虎
考
略
』
は
、
同
図
の
説
明
と
し
て
、
腰
巻

の
よ
う
な
も
の
を
し
て
お
り
、
背
中
と
腹
は
同

じ
色
で
、
膝ひ
ざ

頭
が
し
ら
と
ひ
じ
の
内
側
に
は
白
い
ホ

シ
（
斑
点
）
が
あ
り
、
ひ
じ
に
は
魚
の
ヒ
レ
が
付

い
て
い
る
と
書
い
て
い
ま
す
。
図
を
見
る
と
、

全
身
は
水
色
に
彩
色
さ
れ
、
頭
頂
部
の
皿
を
中

心
に
放
射
状
に
頭
髪
が
伸
び
、
目

は
丸
く
、
牙
が
出
て
い
る
口
は
大

き
く
裂
け
て
い
ま
す
。
手
足
の
爪

は
鋭
く
、
指
の
間
に
水
か
き
が
付

き
、
胴
体
は
甲
羅
の
よ
う
な
も
の

に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

口
の
部
分
を
除
け
ば
大
体
現
在

の
河
童
の
イ
メ
ー
ジ
と
一
緒
で
し
ょ
う
。

明
和
の
頃
（
１
７
６
４
〜
７
２
）
本
所
御
竹

倉
（
墨
田
区
両
国
３
〜
４
。
隅
田
川
に
架
か
る

両
国
橋
の
東
詰
北
）
付
近
に
お
い
て
河
童
が
捕

わ
れ
た
時
、
鑑
定
を
依
頼
さ
れ
た
太
田
大
洲
が

実
物
と
本
図
と
を
見
比
べ
、
寸
分
違
わ
な
か
っ

た
と
い
い
ま
す
（『
水
虎
十
二
品
之
図
』
ほ
か
）。

で
は
、
こ
の
水
虎
図
は
、
い
つ
描
か
れ
、
ど
こ
に

出
現
し
た
河
童
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。『
水

虎
考
略
』
で
は
記
す
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
、
少

し
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

江
戸
後
期
の
有
名
な
見
聞
随
筆
集
『
甲か
っ

子し

夜や

話わ

』
の
巻
３２
（
１
８
２
３
年
記
）
で
は
、
享
保
年

中
（
１
７
１
６
〜
３
６
）「
本
所
須
奈
（
砂
）

村
」
の
芦

の
中
の
沼
田
の
間
に
、
子
育
て
中
の
河
童
を
村

人
が
発
見
し
、
親
河
童
を
追
い
出
し
て
子
を
捕

ま
え
た
と
き
の
図
で
、
大
洲
の
父
・
岩
永
玄
浩

が
鑑
定
し
た
も
の
と
か
、「
本
所
御
材
木
倉
」

の
取
り
立
て
の
と
き
に
芦
藪
を
刈
り
出
し
て

捕
獲
し
た
も
の
だ
と
い
う
説
を
記
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
『
甲
子
夜
話
』
の
筆
者
・
平
戸
藩
主

松ま
つ

浦ら

静せ
い

山ざ
ん

に
よ
る
時
代
が
下
っ
た
時
点
で
の

聞
き
書
き
で
あ
る
以
上
、
全
面
的
に
は
信
用
で

き
ま
せ
ん
が
、
砂
村
は
農
村
部
で
あ
り
、
本
所

や
深
川
か
ら
延
び
る
掘
割
や
川
も
あ
り
ま
し

た
の
で
、
河
童
が
子
育
て
を
す
る
環
境
と
し
て

は
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
本
所
御

材
木
蔵
」
は
深
川
猿
江
の
材
木
蔵
（
住
吉
２
・

毛
利
２
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
、
本
所
か
ら
の
移

転
は
、
享
保
１９
年
（
１
７
３
４
）
の
こ
と
で
す
。

こ
こ
は
砂
村
と
の
境
に
な
る
横
十
間
川
に
隣

接
し
た
地
域
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、『
水
虎
考
略
後
編
』（
１
８
３
９

年
成
立
）
に
は
「
水
虎
図
」
３
と
し
て
図
２
を

紹
介
し
、『
水
虎
譜
』
は
こ
れ
を
「
深
川
木
場

ニ
テ
昔
年
捕
所
ノ
図
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

こ
の
河
童
は
全
身
、
茶
色
に
彩
色
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
容
貌
は
太
田
大
洲
の
水
虎
図
と
同
様
の

も
の
で
す
。「
昔
年
」
が
い
つ
の
と
き
の
こ
と
か

は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
或
い
は
『
甲
子
夜
話
』
に

言
う
享
保
期
の
砂
村
、
も
し
く
は
材
木
蔵
で
捕

獲
さ
れ
た
河
童
と
同
一
の
も
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
深
川
で
捕
獲
さ
れ

た
河
童
が
水
虎
図
の
標
準
形
と
な
っ
た
可
能

性
は
高
い
も
の
と
言
え
ま
す
。

仙
台
藩
邸
で
塩
漬
け
に
さ
れ
た
河
童

天
明
元
年
（
１
７
８
１
）
深
川
佐
賀
町
（
清

澄
１
）
の
仙
台
藩
蔵
屋
敷
（
仙
台
堀
北
岸
）
に
お

い
て
、
河
童
が
撃
ち
殺
さ
れ
、
塩
漬
け
に
さ
れ

る
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。
屋
敷
内
に
大
溝
堀

が
あ
り
、
そ
の
周
り
で
は
子
ど
も
が
溺
れ
る
と

い
う
原
因
不
明
の
事
故
が
多
発
し
た
の
で
、
堰

の
水
を
干
し
た
と
こ
ろ
、
図
３
の
よ
う
な
河
童

図1『魚類図巻』
（国立公文書館蔵）

図2『水虎考略後編』
（国立公文書館蔵）

江
東
歴
史
紀
行�
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が
現
れ
ま

し
た
。
河

童
は
稲
妻

の
よ
う
に

素
早
く
、

や
っ
と
の

こ
と
で
撃

ち
殺
し
ま

し
た
。
そ
の
大
き
さ
は
犬
ほ
ど
も
あ
っ
た
と
い

い
ま
す
（『
水
虎
考
略
後
編
』
所
引
「
妖
怪
」）。

図
３
は
茶
色
に
彩
色
さ
れ
、
或
い
は
猿
を
連
想

も
さ
せ
ま
す
が
、
動
き
回
る
河
童
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
勘
定
奉
行
・
松
本
秀
持
が
、
仙
台
藩

邸
で
殺
さ
れ
た
河
童
の
図
を
勘
定
組
頭
・
根

岸
鎮や
す

衛も
り

の
も
と
に
持
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を

書
き
写
し
た
の
が
、
根
岸
の
随
筆
集
『
耳み
み

嚢
ぶ
く
ろ
』

巻
１
に
載
る
図
４
で
す
。
根
岸
の
ス
ケ
ッ
チ
に

よ
れ
ば
、
眼
は
切
れ
上
が
り
、
口
は
鳥
の
く
ち

ば
し
の
よ
う
で
す
。
全
身
は
灰
色
だ
っ
た
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

仙
台
堀
は
隅
田
川
か
ら
深
川
に
入
る
堀
で
、

こ
こ
の
河
童
は
伊
達
家
と
共
に
仙
台
か
ら
江

戸
に
出
て
き
た
も
の
と
い
い
、
仙
台
藩
の
力
を

背
景
に
、
隅
田
川
を
自
分
た
ち
の
も
の
と
、
北

は
鐘
ヶ
淵
（
墨
田
区
）
か
ら
南
は
河
口
ま
で
我

が
物
顔
で
泳
ぎ
回
り
、
悪
戯
い
た
ず
ら

を
繰
り
返
す
よ
う

に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
を
昔
か
ら
住
ん

で
い
る
本
所
・
源
兵
衛
堀
（
源
森
川
。
墨
田
区

吾
妻
橋
）
の
河
童
た
ち
が
反
発
し
、
さ
ら
に
横

十
間
川
・
天
神
川
・
大
横
川
の
河
童
た
ち
も

加
わ
っ
て
、
抗
争
が
起
こ
り
そ
う
に
な
っ
た
た

め
、
こ
れ
を
心
配
し
た
幕
府
御お

船ふ
な

手て

組く
み

頭
が
し
ら
の

向
井
将
し
ょ
う

監げ
ん

が
、
錦
糸
堀
の
河
童
の
長
老
に
仲

裁
を
頼
み
、
一
件
落
着
し
た
と
い
う
民
話
が
あ

り
ま
す
（
宮
原
秋
男
『
本
所
ど
ぶ
板
談
義
』）。

河
童
の
詫
び
証
文

ほ
か
に
も
深
川
に
は
た
く
さ
ん
の
河
童
話

が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

安
永
年
中
（
１
７
７
２
〜
８
１
）
深
川
入
船

町
（
木
場
１
）
に
お
い
て
、
あ
る
男
が
水
浴
び
を

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
河
童
が
そ
の
男
に
襲
い
か

か
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
男
が
剛
力
の
持
ち

主
だ
っ
た
た
め
、
逆
に
河
童
が
捕
え
ら
れ
、
陸

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
男
は
三
十

三
間
堂
前
（
富
岡
２
）
で
打
ち
殺
そ
う
し
ま
し

た
が
、
周
囲
の
人
々
が
許
し
て
や
る
こ
と
を
勧

め
た
の
で
、
今
後
近
辺
で
は
人
間
を
捕
獲
し
な

い
と
の
証
文
を
取
り
解
放
し
ま
し
た
。
そ
の
証

文
は
河
童
の
「
手
判
」
を
墨
で
押
し
た
も
の
だ

っ
た
と
い
い
ま
す
（
津
村
淙
庵
『
譚
海
』
巻
２
）。

こ
の
河
童
は
、
隅
田
川
か
ら
の
入
堀
・
油
堀

（
佐
賀
〜
木
場
）
に
生
息
し
て
い
た
河
童
で
し

ょ
う
か
。
世
に
天
狗
の
詫
び
証
文
な
る
も
の
も

伝
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
河
童
の
も
の
も
あ
っ
た

と
い
う
の
は
面
白
い
記
事
で
す
。

こ
の
よ
う
な
深
川
に
お
け
る
河
童
目
撃
情

報
の
多
さ
か
ら
か
、
安
永
元
年
（
１
７
７
２
）
に

出
版
さ
れ
た
『
怪
談
御お

伽と
ぎ

童
わ
ら
わ
』
巻
２
に
は
「
本

庄
扇
橋
川か
わ

童わ
ら
わ
の
事
」
と
い
う
話
が
載
っ
て
い
ま

す
。
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

扇
橋
に
船
大
工
五
郎
徳
と
い
う
者
が
い
た
。

五
郎
徳
は
棟
梁
だ
っ
た
の
で
弟
子
が
多
く
、
家

も
広
か
っ
た
。
梅
雨
も
上
が
り
、
川
の
水
も
き

れ
い
に
な
っ
た
の
で
、
た
ま
っ
た
洗
濯
物
を
洗

う
た
め
、
下
女
が
「
前
な
る
川
」（
小
名
木
川
カ
）

で
洗
濯
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
眠
気
に
襲
わ
れ
て

傍
ら
の
石
に
座
っ
て
眠
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
う

し
た
と
こ
ろ
、
足
を
引
っ
張
る
者
が
い
る
の
で

驚
い
て
見
る
と
、
８
歳
く
ら
い
の
子
ど
も
だ
っ

た
。
子
ど
も
は
髪
を
振
り
乱
し
て
い
た
の
で
よ

く
見
え
な
か
っ
た
が
、
手
は
細
い
の
に
力
が
強

く
、
水
の
中
か
ら
女
を
引
っ
張
っ
て
い
た
。
女

は
川
に
落
ち
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
や
っ
と
の
こ

と
で
子
ど
も
の
手
を
離
し
て
逃
げ
出
し
た
が
、

子
ど
も
は
水
か
ら
上
が
り
追
い
か
け
て
き
た
。

必
死
の
思
い
で
、
主
人
の
家
に
逃
げ
帰
り
、
座

敷
に
上
が
っ
た
途
端
、
気
を
失
っ
た
。
昼
飯
中

だ
っ
た
家
の
者
た
ち
は
こ
れ
に
驚
き
大
騒
ぎ

に
な
っ
た
。庭
が
今
ま
で
は
乾
い
て
い
た
の
に
、

水
を
流
し
た
よ
う
に
な
り
、
所
々
に
水
溜
り
が

で
き
て
い
た
。
正
気
に
返
っ
た
女
か
ら
、
川
で

の
出
来
事
を
聞
い
た
人
々
は
、
そ
れ
は
河
童
の

仕し

業わ
ざ

に
違
い
な
い
。
河
童
が
庭
で
転
び
、
頭
の

皿
の
水
を
こ
ぼ
し
た
の
だ
ろ
う
と
言
い
合
っ

た
。
主
人
の
五
郎
徳
は
、
後
日
の
災
い
を
恐
れ

て
、
そ
の
日
の
う
ち
に
女
に
暇
い
と
ま
を
取
ら
せ
、
宿

に
送
っ
た
。

こ
の
本
を
手
に
取
っ
た
読
者
は
、
江
戸
深
川

の
水
辺
の
情
景
を
頭
に
描
き
な
が
ら
、
こ
の
怪

談
を
楽
し
ん
だ
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊

川
・
掘
割
は
今
よ
り
そ
ば
に
あ
り
、
人
々
の

生
活
に
密
着
し
て
い
ま
し
た
。
時
に
水
の
事
故

も
起
き
た
で
し
ょ
う
し
、
人
々
が
堀
川
に
対
し

て
抱
い
た
畏
れ
の
よ
う
な
も
の
が
河
童
と
い

う
妖
怪
を
生
み
出
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

深
川
に
と
っ
て
河
童
は
た
い
へ
ん
馴
染
み
の

深
い
妖
怪
で
し
た
。

最
後
に
、『
絵
入
自
由
新
聞
』
明
治
１８
年
（
１

８
８
５
）
８
月
２７
日
号
は
、
札
幌
で
捕
獲
さ
れ

た
河
童
が
、
船
便
で
深
川
佐
賀
町
の
河
岸
か

し

ま
で

運
ば
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。
河
童
は

猩
猩

し
ょ
う
し
ょ
う
（
想
像
上
の
獣
で
猿
の
一
種
）
の
よ
う

で
、
３
尺
（
約
１
ｍ
）
も
あ
り
、
４
歳
だ
っ
た
と

い
い
ま
す
。
佐
賀
町
の
蕎
麦
そ

ば

屋
が
見
世
物
に
す

る
た
め
買
い
取
っ
た
も
の
で
あ
る
と
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
蕎
麦
屋
は
本
場
深
川
の
河
童

と
し
て
売
り
出
そ
う
と
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

今
度
、仙
台
堀
川
の
そ
ば
ま
で
行
っ
た
ら
、川

面
を
ゆ
っ
く
り
と
見
下
ろ
し
て
く
だ
さ
い
。
河

童
が
元
気
に
泳
い
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
文
化
財
専
門
員
　
今
野
慶
信
）

図3『水虎考略後編』
（国立公文書館蔵）

図4『耳嚢』
（続随筆文学選集）
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コ
コ
に
も
歴
史
が
あ
っ
た�
コ
コ
に
も
歴
史
が
あ
っ
た�
コ
コ
に
も
歴
史
が
あ
っ
た�

上
の
写
真

を
み
て
、
皆

さ
ん
は
す
ぐ

に
「
桶
」
と

お
わ
か
り
に

な
る
と
思
い

ま
す
。
で
も

実
際
に
ご
家

庭
で
現
在
も

桶
を
使
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

桶
の
語
源
は
麻
糸
を
入
れ
る
た
め
の
曲
物

で
で
き
た
「
苧
笥
お

け

」
か
ら
き
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
の
末
に
、
短
冊
形
に
削

っ
た
板
を
円
形
に
並
べ
て
竹
の
タ
ガ
で
締
め
、

底
板
を
つ
け
た
現
在
の
よ
う
な
桶
が
作
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

写
真
の
桶
は
、
米
な
ど
を
洗
う
時
に
使
用

し
た
も
の
で
、
か
つ
て
は
各
家
庭
の
流
し
に

置
か
れ
、
活
躍
し
て
き
た
道
具
で
す
。
し
か

し
、
ス
テ
ン
レ
ス
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
製
品

が
時
代
の
主
流
に
な
っ
て
い
く
の
に
従
い
、

姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

■
昔
の
写
真
を
探
し
て
い
ま
す
■

姿
を
消
し
た
の
は
、
道
具
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
を
使
用
す
る
暮
ら
し
で
も
あ
る
の
で
す
。

道
具
が
消
え
る
と
そ
れ
を
使
用
し
て
い
た
光

景
も
記
憶
か
ら
薄
れ
て
い
く
も
の
で
す
。
か

つ
て
は
日
常
生
活
の
な
か
で
当
た
り
前
の
よ

う
に
目
に
し
て
い
た
も
の
が
、
思
い
出
そ
う

と
す
る
と
ぼ
ん
や
り
と
し
か
思
い
出
せ
な
い

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

文
化
財
係
で
は
、
以
前
か
ら
区
内
で
使
用

さ
れ
て
き
た
生
活
道
具
や
生
業
道
具
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
民
俗
資
料
と
し
て
保
管
し
て

い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
道
具
を
実
際
に
使
用

し
て
い
る
写
真
や
、
置
か
れ
て
い
る
状
況
を

写
し
た
写
真
を
探
し
て
い
ま
す
。

募
集
す
る
写
真
は
、
か
つ
て
の
漁
業
や
農

業
と
い
っ
た
生
業
に
関
す
る
写
真
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
戦
前
の
も
の
か
ら
、
高
度
経
済

成
長
期
の
昭
和
３０
年
代
ご
ろ
ま
で
、
炊
事
や

洗
濯
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
食
卓
を
か
こ
む

一
枚
、
は
や
り
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
お
も
ち
ゃ

と
の
記
念
写
真
、
新
し
い
家
電
製
品
を
使
っ

て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
、
暮
ら
し
の
様
子
が
わ

か
る
も
の
、
当
時
の
流
行
を
物
語
る
写
真
を

お
貸
し
く
だ
さ
い
。
お
借
り
し
た
写
真
は
文

化
財
係
で
複
写
し
た
の
ち
お
返
し
し
ま
す
。

問
合
せ

江
東
区
教
育
委
員
会
文
化
財
係

1（
３
６
４
７
）
９
８
１
９

旧
大
石
家
住
宅
で
は
、
移
築
以
来
毎
年
七

夕
の
時
期
に
、
笹
を
用
意
し
て
来
館
者
の
皆

さ
ん
に
願
い
事
を
書
い
た
短
冊
を
吊
る
し
て

も
ら
う
七
夕
飾
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
い
つ
も
の
七
夕
飾
り
の
ほ
か
に
、

７
月
４
日
・
７
日
の
両
日
、
区
内
の
幼
稚

園
・
保
育
園
の
園
児
を
対
象
と
し
た
「
七
夕

お
話
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
初
は
７
月

４
日
だ
け
の
予
定
で
し
た
が
、
申
込
み
が
多

か
っ
た
た
め
、
も
う
一
日
増
や
し
７
日
に
も

開
催
し
ま
し
た
。
２
日
間
で
幼
稚
園
２
園
・

保
育
園
４
園
か
ら
計
２
３
０
余
名
の
園
児
た

ち
が
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
園
児
た
ち
が
前
も
っ
て
願
い

事
を
書
い
た
短
冊
を
持
参
し
、
用
意
し
た
笹

に
結
ん
で
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

小
さ
な
手
で
こ
よ
り
を
持
ち
、「
自
分
で
で
き

る
よ
」
と
み
ん
な
一
生
懸
命
に
結
ん
で
い
ま

し
た
。
短
冊
の
飾
り
付
け
が
終
わ
る
と
、
住

宅
内
で
「
お
は
な
し
パ
レ
ッ
ト
」
の
み
な
さ

ん
に
よ
る
お
話
や
手
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

七
夕
に
ち
な
み
、
織
姫
・
彦
星
の
お
話
の
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
も
あ
り
、
最
後
に
み
ん
な
で

「
笹
の
葉
さ
ら
さ
ら
」
を
歌
い
ま
し
た
。

は
じ
め
て
聞
く
お
話
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

よ
く
知
っ
て
い
る
昔
話
で
も
、
い
つ
も
と
は

雰
囲
気
の
違
う
古
民
家
の
中
で
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
お
話
に
引
き
込
ま
れ
て
、
真
剣
な

表
情
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
、
文
化
財
の
意
味
も
よ
く
知
ら

な
い
園
児
た
ち
で
す
が
、
古
い
家
で
昔
話
を

き
い
た
記
憶
は
、
将
来
、
モ
ノ
を
大
切
に
す

る
気
持
ち
に
つ
な
が
っ
て
く
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

文
化
財
係
で
は
、
次
世
代
の
た
め
の
文
化

財
保
護
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
子
ど
も
た

ち
が
文
化

財
と
ふ
れ

あ
え
る
機

会
を
も
て

る
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト

を
こ
れ
か

ら
も
企
画

し
て
い
く

予
定
で
お

り
ま
す
。

七
夕
お
話
会� ⑦�


